
2020年東京オリンピックにおける空手道の競技実施を求める意見書

2020年オリンピック・パラリンピック競技大会の東京開催は、国民がスポー

ツに親しむ機会を広げるとともに、スポーツを通じて日本と世界の人々が友情

と相互理解を深め、日本人の心や文化を全世界に発信する絶好の機会である。

沖縄で生まれ、沖縄の歴史と風土の中で育まれ、洗練されてきた空手道は、

今や国境を越えた世界的な武道として普及発展してきた。現在では、180カ国

以上、約6000万人もの空手愛好家がいると言われ、国際的にも評価が高い沖縄

の文化遺産である。

このように、日本のみならず世界になじみの深い空手道がオリンピック正式

種目に採用され、日本代表選手が世界中の人々の注目を集める競技舞台で活躍

することは、我々国民に大きな感動と夢を与えるとともに、空手道の持つ魅力

をさらに世界中に広めることにもつながり、競技の一層の普及発展のために大

変意義深いことである。2020年大会が東京で行われるこの好機を捉え、空手道

を愛好する全ての国民の声を結集し、空手道の魅力をＩＯＣを初めとする関係

者へ届けていく必要がある。

また、沖縄県は空手発祥の地であり 「礼節」と「型」を重視する沖縄の空、

手は、人格形成、健康維持、護身を目的として、子どもから大人まで多くの県

民に親しまれている。沖縄県としても、空手のさらなる普及・発展を目的とし

て、沖縄空手会館を平成28年度の供用開始に向けて整備するほか、ユネスコ無

形文化財への登録に向けた取り組みや空手の国際セミナーの定期的な開催など

積極的に空手を振興する施策を実施しており、本県は、空手道の競技会場とし

てふさわしい場所である。

よって、沖縄県議会は、2020年東京オリンピックにおいて空手道の競技実施

を強く求めるとともに、沖縄県をその競技会場に選定していただくよう要請す

る。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
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2020年東京オリンピックにおける空手道の競技実施について関係要路に要

請するため。


